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生産・製品システムにおいては、「個別最適は全体最適で
は無い」をキーワードに、各種システムを適切に取り扱
うためにそのシステムを定義するモデル構築や、多くの
価値観からのシステムの最適化を行う多目的大規模問題
の最適化技術の研究を行っています。そして、これを実
現するために、システムの原因・結果や、演繹・帰納な
ど対立する概念の融合による問題解決する手法の構築を
追求しています。本コンセプトによる効果としては、機
械学習によりよく要求される大量のデータが得られない
場合でも精度の高い手法の構築を開発・展開しています。

ササイイエエンンススにに基基づづくく
演演繹繹的的知知識識

にによよるる予予測測精精度度向向上上

学学習習（（経経験験））にに基基づづくく
帰帰納納的的知知識識

にによよるる予予測測精精度度向向上上

デデーータタのの特特徴徴をを
そそのの原原因因かからら見見たた情情報報

にによよるる整整理理にによよりり予予測測精精度度向向上上

デデーータタのの特特徴徴をを
そそのの結結果果かからら見見たた情情報報

にによよるる整整理理にによよりり予予測測精精度度向向上上

反反対対のの視視点点

反反対対のの視視点点

決決定定木木分分析析結結果果をを因因果果両両方方かからら分分
析析ししてて学学習習デデーータタのの品品質質をを向向上上

（（6600000000個個ののデデーータタかからら77個個ののデデーータタ
をを高高精精度度でで判判定定すするる因因果果をを抽抽出出））

複複数数ののネネッットトワワーーククのの
ハハイイブブリリッッドド化化

重重回回帰帰分分析析的的学学習習ネネッットトワワーークク 表表現現力力ががああるる学学習習ネネッットトワワーークク

少少数数学学習習デデーータタかかららのの高高精精度度
シシミミュュレレーーシショョンン近近似似器器のの構構築築

少少数数学学習習デデーータタかかららのの高高精精度度
製製品品良良不不良良否否判判定定器器のの構構築築

少少数数のの学学習習デデーータタかからら
ででもも高高精精度度予予測測をを可可
能能ににすするる手手法法のの構構築築

決決定定木木分分析析結結果果をを因因果果かからら未未知知
のの良良･･不不良良因因果果とと

そそのの判判定定基基準準抽抽出出のの可可能能性性
（（22種種類類のの未未知知のの因因果果をを抽抽出出））

少少数数デデーータタ対対応応
予予測測手手法法のの

可可能能性性

高高効効率率学学習習デデーータタ
作作成成手手法法のの

可可能能性性

多様な製品・生産システムの企画・開発・設計

システム創成における
創造的活動の知的支援手法の構築
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•  この世の中で最も接着が困難であるフッ素樹脂（PTFE）の接着性を劇
的に改善する技術を開発

•  プラズマを利用しており、安全でクリーンかつ人にも環境にも優しい
技術を開発

• 接着剤レスでフッ素樹脂と異種材料（金属、ゴム等）の強力接着を実現
しており、接着剤の利用が好まれない医療分野や食品分野でも利用可

• 本手法は他の難接着性材料（シリコーン樹脂、ポリオレフィン樹脂等）
へも適用可能

• プラズマ処理装置の大型化（大量生産化）を推進中
• 既に 30 社以上との共同研究および受託研究の実績あり

大容量・高速通信デバイス分野、医療分野（ヘルスケア分野）、食品分野

“ 物づくり” に変革をもたらす接着性改善技術
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